
チェック項目
ガイドライン
該当箇所

■既存樹木の保全を図る
・当該建築行為又はこれに関連する造成工事や解体工事を行う以前における、
 敷地内既存樹木の有無
 →☐有り ☐無し
・樹高３ｍ以上の既存樹木本数及び、建築行為後も保全される樹木本数
 →既存樹木    （本、㎡） 保全される樹木    （本、㎡）

ｐ.45

■植栽場所を検討する
 ☐植栽場所は生育環境が十分整っていることを確認した
 ☐樹木の生⻑を想定したうえで、生育空間を十分確保している
 ☐人から見えやすい場所を優先的に緑化している
 ☐環境に応じて適切な樹種を選定している

ｐ.25,33

■基本となる緑化手法を優先する
 ☐樹木による緑化を基本として計画している
 ☐接道部の緑化に努めている
 ☐地表面を優先的に緑化している

ｐ.31,35

■目的に応じた緑化手法を選択する
・次の緑化手法を取り入れて計画を立案した
 ☐接道部を緑化する ☐階層的に緑化する ☐壁面を緑で彩る
 ☐シンボルツリーを植える ☐地表面を緑化する ☐樹木で緩衝をつくる
 ☐屋上を緑化する ☐壁面を緑化する ☐緑で雨水を浸透させる
 ☐木陰をつくる ☐四季の変化をつける ☐アプローチを緑で飾る
 ☐緑でおもてなしを演出する ☐屋内を緑化する
 ☐利用しやすい芝生広場をつくる ☐水景施設をつくる
 ☐緑を通じた活動の場をつくる ☐郷土種を使用する
 ☐まとまった緑地を設ける ☐周囲のみどりと連続させる
 ☐街並みとの調和を図る

ｐ.31〜48

緑化計画書事前チェックシート

 緑化計画書の作成にあたって以下の項目についてチェックのうえ、緑化計画書と併せてご提出
をお願いします。チェック項目の詳細については、建築物等緑化ガイドラインをご参照くださ
い。

緑化計画の内容について

建築行為等名称：



チェック項目
ガイドライン
該当箇所

緑化計画の内容について

■植栽配置を調整する
 ☐施設利用者の動線や視線を考慮して、快適で安全な植栽配置として配慮
 している
 ☐施設及び植栽の管理行為に必要な通路を塞いでいない

ｐ.44

■維持管理計画を立てる
・緑地の管理体制
 → 管理責任者：         管理行為者：        .
 ☐必要な管理行為の内容及び頻度を確認のうえ、管理者へ伝達する

ｐ.29

チェック項目
ガイドライン
該当箇所

■表紙
 ☐必要事項の記載もれがないことを確認した
 （提出日は提出の際に窓口にて記載ください）
■二面
 ☐必要事項の記載もれがないことを確認した
 ☐記入する数値は小数点以下第三位切捨てとなっている
■緑化計画平面図
 ☐緑化範囲は緑色に着色するなどして分かりやすく図示している
 ☐植物の種類（樹種等）を記載している
 ☐中高木の樹高、低木の葉張りと密度を記載している
■緑化面積求積図
 ☐三斜求積図となっている（複雑な部分のみＣＡＤ求積可）
 ☐求積図の寸法等は読み取れる大きさとなっている
 ☐緑地内の控除物は緑化面積より控除している
■その他添付書類
 ☐接道加算をする場合、断面図を添付している
 ☐壁面緑化をする場合、立面図を添付している
 ☐駐車場緑化をする場合、保護資材の資料を添付している
 ☐屋上緑化をする場合、仕様の分かる資料を添付している
 ☐既存緑地を算入する場合、現況写真を添付している

必要書類について

ｐ.18〜20


